
「ヤマベの木構造」正誤表(1)
頁 項目 誤 正 日付
217
～
229

水平構面[実践編]
頁右側のツメ部分

最上段の「木構造全般」を削除 2009.04

137 ベタ基礎における耐圧版設計の
手順
(3)スラブに生じる応力の算定
の辺長比の式

λ＝ℓｘ／ℓｙ＝ λ＝ℓｙ／ℓｘ＝
（ｘとｙの入れ替え）

2009.06.23

142 図9の図中下部に記載した短辺 D13-@150 D13-@300 2009.06.23

084 図10　①試験体　の左側図にお
ける支点位置

2009.08.19

291 上から5行目 前提条件～（E50)の下限値で～ ～（E50)の平均値で～ 2009.09.02

ヤング係数と変形角換算表 ヤング係数を平均値とし、差替

166 図1　②スパン表タイプB
タイトル直下の囲み

負担幅を2.73mのときと3.64mの
ときに限定

スパンを2.73mのときと3.64mのと
きに限定

2009.09.02

167 上から4行目 と変形角は1/375となる。 と変形角は1/350となる。 2009.09.02

上から5行目 ～変形角は1/500に抑えられる。 ～変形角は1/450に抑えられる。
表1 ヤング係数を平均値とし、差替
表1　欄外注 ヤング係数は下限値を示す ヤング係数は平均値を示す

168
～
174

表A　ヤング係数と変形角換算
表

ヤング係数を平均値とし、差替
え

2009.09.02

170 断面設計手順④ ～E50の下限値で作成して～(中
略)～必要なヤング係数は3,923

×1.5＝5,885N/mm
2

～E50の下限値で作成して～(中
略)～必要なヤング係数は4,903

×1.5＝7,355N/mm
2

2009.09.02

171 断面設計手順② ～ヤング係数比は2.00 ～ヤング係数比は1.80 2009.09.02

断面設計手順③ ～換算変形角は728/2.00＝364
より、安全をみて変形制限を
1/400とする

～換算変形角は728/1.80＝404
より、変形制限を1/400とする

断面設計手順⑥ ～E90とすると、1/(450×2.00）＝
1/900

～E90とすると、1/(450×1.80）＝
1/810

断面設計手順⑦ ～δ＝3,640/900＝4.0mmである ～δ＝3,640/810＝4.5mmである
最下部　梁のたわみ図 （L/900)　4.0mm （L/810)　4.5mm

172 断面設計手順④ ～E90なので、変形角は2.00×
330＝660より、1/660

～E90なので、変形角は1.80×
330＝594より、1/594

2009.09.02

断面設計手順⑤ ～3,640mm/660＝5.5mmとなる ～3,640mm/594＝6.1mmとなる
最下部　梁のたわみ図 （L/660)　5.5mm （L/594)　6.1mm

173 断面設計手順① ～表Aより2.50である ～表Aより2.20である 2009.09.02

断面設計手順② 250/2.50＝100より、～ 250/2.20＝114より、～
断面設計手順⑥ ～実際の変形角は、1/(169×

2.50）＝1/422
～実際の変形角は、1/(169×
2.20）＝1/372

断面設計手順⑦ ～3,640mm/422＝8.6mmである ～3,640mm/372＝9.8mmである
最下部　梁のたわみ図 （L/422)　8.6mm （L/372)　9.8mm
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頁 項目 誤 正 日付
064 図1　右側の寸法線
基礎下端レベルの押さえ

2009.10.01

139 図4　下から2行目 2009.10.01
=
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「ヤマベの木構造」正誤表(2)
頁 項目 誤 正 日付
268 木材（製材）のめり込みの許容応

力度（木材の繊維に直角方向の
許容応力度）　　欄外注

注4　ホゾなどを～中略～下表を
適用できる

注4　ホゾなどを～中略～上表を
適用できる

2009.10.

308 母屋･棟木・小屋梁
金属板屋根の等分布
スパン2,730mm、部材幅120mm
のグラフ

△印の直線：210
▲印の直線：240

2009.10.

204 表3　品確法の地震力　内壁 石膏ボード 120kg/m2 石膏ボード 20kg/m2 2009.11.0

048 下から3つめの囲み(エンドを含
む)

令82条の6、告示1899号　偏心率
≦0.15、剛性率≦0.6

令82条の6、告示1899号　偏心率
≦0.15、剛性率≧0.6

2009.12.09

331 下から6行目 各樹種の短期許容圧縮応力度 各樹種の短期許容せん断応力 2009.12.09

107 図8写真 ①と②の写真を入れ替え 2010.01.26

025 図2の③ 手前右端の柱を通し柱とする 2010.01.26

099 図11の② 面材全体をスミアミ 2010.02.18

320 30x90以上および45x90以上の木 各根平頭ボルト（M12)締め 角根平頭ボルト（M12)締め 2010.06.18

317
～
318

告示番号 昭56建告1110号 昭56建告1100号 2010.07.23

321 地震力に対する必要壁量
風圧力に対する必要壁量

～（建築基準法施行令46条の4) ～（建築基準法施行令46条4項) 2010.07.23

109 表3 柱120mm角 土台120mm角 2010.10.14

122 図12　囲みの解説図 2010.10.14

142 5行目 My2＝0.043×11.4×3.64
2＝

4.98kN･m

My2＝0.033×11.4×3.64
2＝

4.98kN･m

2010.10.14

9行目 Qx＝0.41×11.4×3.64＝20.33kN Qx＝0.49×11.4×3.64＝20.33kN
10行目 Qy＝0.61×11.4×3.64＝21.16kN Qx＝0.51×11.4×3.64＝21.16kN

145 図3　上から7行目 D10→公称直径ｄ１＝9.53mm D10→公称直径ｄ２＝9.53mm 2010.10.14

　　　上から8行目 最外径　D１＝11.0mm 最外径　D２＝11.0mm
　　　解説図中の① （D1/2) （3d2／2）
　　　解説図の右脇　梁幅の算定
　　　　上から4行目

2×①＝2×D1／2＝D1＝14.0 2×①＝2×3d2／2＝3d2＝28.6

　　　同上
　　　　上から8行目

計20.2mm 計216.6mm



頁 項目 正 日付
061  図9　SWS試験データからの長期許容支持力の換算 2010.06.28

064 表2
278  スウェーデン式サウンディング試験長期許容支持力換算表

粘性土の算定式を、日本建築学
会「小規模建築物基礎設計指
針」（2008.02）に基づき訂正



①粘性土(5.4.3式）

④告示式

←③(5.4.4式）

②砂質土Nx10

粘
性
土

25cm 当たりの
半回転数 Na[回]

1m 当たりの
半回転数 Nsw[回]

地耐力
fe[kN/m ]土質

0.50kNで自沈しない

支持力算定式

①粘性土 (日本建築学会「小規模建築物基礎設計指針」2008 5.4.3式)

②砂質土

③平板載荷試験による支持力への換算 (粘性土・砂質土を問わない)

④告示式 qa=30+0.6Nsw (平成13年第1113号第二 (三)式)

(日本建築学会「小規模建築物基礎設計指針」2008 5.4.4式)qa=30Wsw+0.72Nsw

ただし、一軸圧縮強さ qu= 4 5 W s w +0 . 7 5 N s w

換算Ｎ値 N=3 Ws w + 0 . 0 5 N s w

1
3

q a =　（α･ｃ･Nc＋β･γ1･ B･ Nγ＋γ2･ D f ･ N q）

基礎の底部から下方2m以内の距離にある地盤のNswの平均値。
ただし、Nsw>150の場合は150とする。

Nsw：

下記Terzaghi式に、Df=0m、B=0.45m、φ=0度、c=qu/2を代入し、5.4.3式を得る。

スェーデン式サウンディング試験

長期許容支持力 換算表 2010改訂版

qa=38Wsw+0.64Nsw

qa=N×10
換算Ｎ値 N=2 W sw + 0 . 0 6 7 N s w

載荷
Wsw[kN]

0.75kNで自沈しない

2

1

82

-

0.75kNで自沈する

1.00kNで自沈する

1.00

1.00

43

38

28

19

１ｍ当たりの半回転数 Nsw［回］

長
期
許
容
地
耐
力
q
a
［
k
N
/
m
 
］
2

0

100

50

4 8 12 2016 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60



頁 項目 正 日付
048 図15木造建築物の構造計算フロー 令40～49条は仕様規定として必

須条件であるので、「階数≦2か
つ、～」の判定を令47条の下に
移動

2010.07.23
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